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Ⅰ．は じ め に

日本経済が高度な科学技術に支えられて急速な発展を

遂げた一方で環境破壊が深刻化し１），人口の急減と超高齢

化，生活習慣病や要介護者数の増加２）等々，我が国の未来

に暗い影を落とそうとしている。成熟社会が抱えるそれ

らの諸問題に対して，我々国民は，“病いや自然といかに

共存していくのか”という根源的な問いに向き合うことを

余儀なくされ，西洋医学一辺倒だった日本の医療におい

ても，治療中心から予防重視へのパラダイムシフトが起

こり３），急速な勢いでかつての姿を変貌させてきている。

そうした社会情勢に対応すべく，２００９年，筆者は植

物や庭を活用した看護治療として， GardeNursing
（ガーデナーシング）４）を提唱し，現在その理論構築の

途上にある。 GardeNursingは，園芸療法を基盤とし

て，人間にとって原初的な営みである園芸を通じて，

“楽しみながら”その活動を健康回復へと換えて，人

間が潜在的に有する自然治癒力を高め，全人的回復へ

と導く新しい看護である。

本論文では， GardeNursingにおいて重要な役割を果

たす「木製移動対面式花壇」にフォーカスして，筆者

らがこれまで取り組んできたその研究開発の過程を概

括すると共に，開発にかかる課題を明らかにし，木製

移動対面式花壇を用いた GardeNursingの将来展望に

ついて言及する。

Ⅱ．木製移動対面式花壇開発の出発点

１．開発の経緯とその後の展開

筆者が， GardeNursingへと続くその前段としての

「園芸療法」に取り組むことになった理由には，２つの

契機が存在する。ひとつは，１９９６年夏，東神楽町の小

学校で行われていた農園づくりに参加したことであっ

た。農園での適度な運動や学童との交流が，高齢者の

健康の維持増進に役立てられていたのである５）。ふた

つ目は，１９９７年夏に，旭川市内の老人病院と老人保健

施設で実施した介護保険導入前の「高齢者ケアプラン」

に関する調査において６），「生活を活性化する支援」や

「生きがいづくりに関する支援」の不十分さに気づか

されたことであった。

１９９８年５月，園芸療法の普及と発展に多大な貢献

を果たされた松尾英輔九州大学農学研究院教授の勧め

で，Relf,P.Dianeバージニア州立工科大教授を訪ねる

機会を得た。４日間にわたる園芸療法の集中講義と各

種施設の見学を終えて帰国し，同年７月，前記の病院

と施設において，園芸療法の効果の検証に着手した７）。

帰国後の翌月，まず筆者は，旭川市内の軽費老人

ホームの庭に，アメリカの老人ホームや精神病院の庭

に設けられていた「立ち上がり式花壇」を模した木製

肘置台付レイズドベッドを設置し（北海道立林産試験

場協力），８～９月までの間，高齢者４名（軽費老人ホーム

２名，特養ホーム２名）の参加を得て，花壇づくりを
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始めた８）９）。それが筆者にとっての立ち上がり式花壇

を用いた園芸活動の最初の試みである。活動を進めて

いくうちに，旭川では夏場であっても気温が低く屋外

での活動が困難に感じられる日もあったため，気象の

影響を受けない安定した環境で園芸活動を行うために

は，屋内外を自由に移動できる可動式の花壇が必要だ

と認識するようになった。このことが移動式花壇開発

の直接的契機となり，１９９９年，北海道立林産試験場 a），

同工業試験場 b），旭川医科大学の共同研究として，旭

川市の地場産業である木工家具関連企業を軸に，市内

の複数企業の協力を得て，園芸療法で用いるための木

製移動対面式花壇の開発をスタートさせることとなった。

a），b）は当時名称

２．植物が人間にもたらす効用と園芸療法の価値

園芸療法における必須要件のひとつは，生きた植物

の使用である１０）。植物が人間にもたらす効用には，大

きくは，①生活を支える ②生活に彩りを与える ③

癒しをもたらすという３つの側面がある１１）。Aiらのヒ

トの視線変化の移動距離を指標とした研究では，人工

物よりもリアルな自然を用いることの優位性が立証さ

れており１２），生きた植物を使用することの意義が示さ

れている。園芸は，人間と自然を繋ぐインターフェイ

スとしての役割を果たし，園芸活動を通じて人々の心

身機能や社会的機能の改善に役立てることが可能であ

る。そうした植物の人への効用に着目して，園芸活動

を通じて人間の医療・福祉の向上に役立てるのが，園

芸療法／HorticulturalTherapyである１３）。

全米シルバービジネス協会の創設者であるWolfe,
B.Davidは，成熟した社会が商品／サービスに求める

条件として，「人生における『経験』『満足』『意味』」

を挙げている１４）。園芸療法は，クライアントの心身の

活性化に寄与するほか，自尊感情の回復，ライフスタ

イルや人生観の変化等々，人生の質（ＱＯＬ）の向上を

もたらす１５）１６）。園芸療法はマズローのニード論１７）にお

いて説明される人間の欲求５段階の全てのフェーズに

対応して，上記に述べた商品／サービスに求められる

３つの条件をクリアする数少ないケアサービスである１８）。

園芸療法は，補完代替医療のひとつに数えられてい

るが，その効用は疾病予防や健康回復にとどまらず，

生活環境の改善，地域活性化，新産業創出等につなが

る点において，その他の補完代替医療とは一線を画す

ものである。

３．筆者らによる園芸療法研究の実績

筆者らは１９９８年以降，旭川市内の病院や施設に入院・

入所中の高齢者，地域の在宅療養者及び元気高齢者，金

沢市内の元気高齢者，石巻市内の被災者（東日本大震災

後）の各群に対してそれぞれ３ヶ月間，計１０～１２回の

園芸療法を適用し，効果の検証を重ねてきた。

高齢者に対する園芸療法では（１９９８～２００７年），健

康レベルや生活拠点の違い１９）２０）や作業強度の違いによ

る効果の特徴２１）が示されたほか，園芸療法後の骨塩量

値の有意な増加２２）２３），日常生活動作の改善２４），認知機能

の改善２５）２６）２７）２８），脳血流量の増加２９）３０），自己効力感や

他者依存度の変化３１），自我の変容３２）３３），うつの改善３４）３５），

疲労感の軽減３６），さらに，人間関係の改善や他者との

交流を通した社会性の拡がりに寄与し療養中の役割喪

失の危機に対して優れた効果をもたらす３７）等，多様な

効果のあることが明らかにされている。また，実施空

間の広さや質，庭の形状，物品配置等が園芸療法の効

果に影響を及ぼす点についても明らかにされている３８）。

石巻市内の復興支援住宅の敷地内で実施された園芸

療法（２０１２年）は，工学院大学建築学部の協力により行

われた。実施後のインタヴューでは，参加者から，「漁の

仕事が再開して（津波で破壊された日の記憶がフラッシュ

バックするため）複雑な気持ちになっていたときに，（園

芸）作業に取り組んだことで心が整理された」「花壇の花

が自分たちを励ましてくれているように思えた」「看護や

建築の先生に，健康や暮らしの面での不安を聞いてもら

えて気持ちが楽になった」等の感想が聞かれており，園芸

活動が被災者のこころを整え不安の軽減に効果的に作用

していたことや，住民参加の花壇づくりや花壇の存在価

値，各分野の専門家が活動を支えることの重要性等，園芸

療法の被災者への効果と適用の意義が示された３９）。

このほか，ＪＲ旭川４条駅高架下商店街に設置された

“まちの保健室”（１９９９～２００２年）での園芸活動に参

加した保育園児には，①外界に対する興味・関心が引き

出され表現力が向上した ②他者との関係形成・社会性

の向上が認められた ③会話・伝達などのコミュニ

ケーション能力が向上した等の変化が認められた。園

芸活動への参加が，異なる世代との交流の場や機会の

提供となり，園児に精神発達上の顕著な効果をもたら

し，核家族化による教育面での物理的限界を補って保

育効果を高めることに寄与したことが示されている４０）。

筆者は，上記研究の成果を学位請求論文としてまと

め，２００３年，九州大学より，園芸療法の有効性を実証

した研究としては我が国で最初となる博士（農学）の学

位を授与され４１）４２），さらなる研究の発展に努めてきた。
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園芸療法の研究や活動の継続と発展において，地域

のボランティアの積極的な支えがあったことは特筆す

べき事柄であった。一般市民や大学生のほか，看護師・

保健師などの医療関係者，木工関係者，趣味の教室の主

催者等々，数多くのボランティアの参加が得られたこ

とにより，園芸療法が有する潜在的かつ多面的機能を

引き出した園芸療法プログラムの提供を可能にした。

また，ボランティア育成の意義や課題等に関する発信

にも繋がった４３）。

上記の研究活動は各種マスメディアによって継続的

に報道されてきたほか，筆者らの“まちの保健室”活

動に対して，北海道より，「２００１年度北のまちづくり

賞まちづくり部門北海道知事賞」が授与されている４４）。

４．園芸療法から GardeNursingへ

１）GardeNursing誕生の背景

筆者は，今後さらに多様化することが予想されるク

ライアント※のニーズやウォンツに応えるためには一

般的な園芸療法とは区別した看護治療としての確立が

不可欠であると考え，新たな視座から，GardeNursing
の構築に取り組むこととなった。

GardeNursingは，「 Garden」〔庭園〕，「 Gardener」〔庭

人〕，「 Gardening」〔庭造り〕，「 Garde」〔保護区／見守

り〕，「 Nursing」〔看護ケア〕という５つの言葉から成

る造語である。「健康・環境・交流」を鍵概念として，生

きた植物との関わりを通してクライアントの生活全般

の活性化や疾病予防，症状改善に役立てる看護治療で

あり，クライアントが療養生活から回復した後にも，

園芸を通して自ら健康に気を配り社会との繋がりが持

てるよう支援する，という特徴を持つ４５）。

２）GardeNursingによる看護治療の特色―独創的側面

と社会的意義

GardeNursingの特色の第１は，生きた植物との相互

作用によって得られる独自の効果を，疾病予防や健康

増進に活かそうとする点にある。植物を看護提供にお

けるパートナーとして位置づけて，植物との関わりを

通した様々な気づきや学びをクライアントの健康増進

行動／セルフケアに繋がるよう支援することが看護師

の中心的役割となる。第２の特色は，季節や時間の経

過によって刻々と景色を変えていく庭で植物の瑞々し

い生命に直接触れて過ごす時間を，自らの人生に重ね

て振り返り，人生を再統合４６）する機会として活かし，

新たな価値観や人生観の形成へと高めようとする点に

ある（図１（a））。第３の特色は，GardeNursingの場と

なる庭が，地域交流の促進や職場スタッフのリフレッ

シュに寄与し４７），「『病院の持つ機能』と『緑の持つ機

能』を融合させた』」４８）美しい景観によって，ステレ

オタイプ化された病院のイメージを刷新する等々，

種々の副産物をもたらす点にある。以上のことから，

GardeNursingでは，自然環境を形づくる諸要素を最大

限に活用して人の自然治癒力を高め，潜在能力を引き

出し，生活全般の質の向上を図ることを目的としてお

り，その実践は「特定のモデルに限定されない，これ

からのケアが目指す新たな次元」４９）ともいうべき試み

である。

GardeNursingが目指すところの理念の発展は，①

「人間の心身の健康」 ②「場と空間＜庭＞」 ③「GN
（ GardeNursing）プログラム」 ④「使用する植物・

道具」の４つの指標の進化の度合いに影響を受ける。

これらの指標の各々の質の向上によって人間や社会全

体の健康と福祉に寄与することを可能にする，という

のが GardeNursingの本質の部分である（図１（b））。
GardeNursingを導入することの利点のひとつに，最

初期に必要となるインフラ整備費用を除けば，ランニン

グコストは花苗や園芸用土等が主な費用となり比較的

安価に抑えられるその一方で，種々の効果を継続して享受

できるという費用対効果の高さが挙げられる（図１（c））。
海外の病院・施設では従前より，屋外空間を有効活用

した事例が数多く存在しており５０），また，我が国の最近

の動向をみても，セラピーガーデンを設けてクライアン

トのケアに役立てている事例が増えている５１）。しかし，

現段階において，セラピーガーデンを「治療の場」とし

て位置付けたケアサービス体系を確立している事例は

ほとんど見られない。「環境と医療の融合」を土台とし

た新しい看護治療創出への試みは，社会全体の福祉の向

上に貢献し得る極めて有意義な取り組みとなることが

期待される。 GardeNursingは看護学を農園芸学やデザ

イン学，建築工学，医学，脳科学，経済学，哲学，宗教

学等々の学際的な知見を融合することによって構築さ

れるものであり，看護学におけるエポックメイキングな

研究・実践分野が形成されることの意義は大きい。

Ⅲ．木製移動対面式花壇の開発の概況

１．製品化の目的と開発過程

筆者らが園芸療法用花壇の開発に着手した１９９９年

以前において，我が国で「移動式花壇」と称された製

品は，そのほとんどが花壇自体の移動のみを意図して

製作されたものであった。治療やコミュニケーション
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の促進を目的とした移動式花壇の製作に際して筆者ら

は当初，ノーマライゼーション及びエコロジーの視点

から，①誰もが利用できるアクセシビリティを重視す

る ②身体に負担をかけずに作業に取り組める ③対

面式を採用しクライアントが看護師や参加者らと双方

向に会話できる ④季節や天候を問わず園芸を楽しめ

る ⑤地場産木材を用いて環境に配慮した製品をつく

ることの５点を規定条件とし，検証を重ねた。製品化

においては，医療分野以外にも建築工学，ランドス

ケープデザイン，家具デザイン・製作等々，多分野の

研究者や関連企業の協力を得て，学際的観点から以下

のようなプロセスを辿って進められた。

１９９８年 アメリカの園芸療法現場を視察後，旭川市内

の軽費老人ホームＡ園の庭に木製肘置台付レ

イズドベッド設置（北海道立林産試験場協力）

（図２）．

１９９９年 屋内用小型移動対面式木製花壇完成．北海道

立林産試験場，同工業試験場，旭川医大，市

内企業共同製作５２）．（平成１０年度北海道上川

支庁２１世紀のふるさとづくり推進事業助成，

「木製移動式小型花壇の試作」，２００千円，研

究代表者：安川緑，分担者３名）．旭川市内

の老健施設Ｋ園にて試用５３）（図３）及び国

際家具デザインフェア旭川'９９コンペティ

ション会場５４），リビングデザインセンター

ＯＺＯＮＥ（東京）にて展示．

２０００年 屋外用移動対面式木製花壇 花YA-tai第１号

機完成．

２００１年 屋外用移動対面式木製花壇 花YA-tai第２号機

完成（平成１２～１３年度北海道産学官共同研究

助成，「高齢者向け園芸療法用木製用具の開発」，

６,０００千円，研究代表者：大西仁史，分担者９名）．

２００２年 意匠登録：作業用テーブル付き移動式大型レ

イズドベッド（発明者：大西仁史，安川緑，

他３名），同小型レイズドベッド（発明者：

大西仁史，安川緑，他３名）．

２００３年 屋外用移動対面式木製花壇 花YA-tai第３号

機完成（図４）．

２００７年 屋内用移動対面式木製花壇 ウォーク イン

ガーデン完成（２００７年度金沢市ファッション

産業創造機構助成，「楽しんで，園芸療法。」

屋内用園芸療法用花壇の開発，１,０００千円，

山岸製作所・金沢大学・金沢美術工芸大学共

同製作）．製品完成後，金沢２１世紀美術館会

議室１において，「かなざわごのみ２００７（金

沢市）」の一環として６日間の展示及び園芸療

法の実施５５（図５）．

２００９年 ウォーク イン ガーデン製品化・販売開始５６）

２０１１年 被災地屋外用移動対面式花壇完成５７）５８）５９）６０）

（図６）．

図１ GardeNursing モデル

（a） GardeNursing相互関係・プロセスモデル

（c） 理念の拡大と経済性（b） 主要指標の質の向上と理念の拡大
ガ ー デ ナ ー シ ン グ
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図4木製移動対面式花壇

図3屋内用木製移動対面式小型花壇

＊写真掲載の諾否の確認については，口頭にて趣旨を
説明し承諾の得られた参加者（当時）に限り掲載．
筆者以外の参加者については正面から撮影したもの
を除いて掲載．図6被災地用木製移動対面式花壇

図5 木製移動対面式花壇 “ウォーク イン ガーデン”

2012/8/6（石巻市）

2017/10/19（金沢市）

1999/7/5（旭川市）

2006/7/30（金沢市）

図2木製肘置台付レイズドベッド

1998/7/30（旭川市）

1998/7/23（旭川市）

1999/8/18（新宿区）

文献56）参照
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２．木製移動対面式花壇の各種機能の有効性に関す

る検証

２０００年，屋内用及び屋外用の２つのタイプの木製移

動対面式花壇について，基本デザイン，付帯品，機能

性等の側面から検証し，報告書としてまとめている６１）

以下は，花壇の利用者７名（男性１名，女性６名：

平均年齢７２.３±８.５歳）を対象とした調査結果の概要

である。

① 立ち上がり式について：「しゃがまずに作業ができ

るので腰に負担がかからず楽だった（高身長の男性

のみ，やや前傾姿勢で作業）」「疲れにくい」「植物

に触れやすく身近に感じられる」「会話が弾む」「空

間全体の雰囲気が良くなる」

② 肘置台について：「道具や飲料を置くことができて

便利」「飲食台として活用できる」「波形になってい

るので使いやすい」「座ったときに，植物との距離感

がちょうど良くなる」

③ ラティスについて：ラティスを挟んで会話するの

は難しいため，升目を大きくした方が良い」「取り外

し式にできると便利」

④ その他の意見・要望について：「木材を使ってい

るのが良い。温かみや高級感がある」「花壇の上げ下

げ用のハンドルを工夫してほしい」「病院や公共施設

のロビーなどに置いて広く活用してもらいたい」「価

格を抑えることができれば，個人宅でも需要はある

のではないか」

上記の開発過程を経て結論づけられた木製移動対面

式花壇のデザインコンセプトは，次のような１０項目

に集約される。①キャスター付きで可動式 ②安全性，

機能性の重視 ③全天候に対応 ④双方向型コミュニ

ケーションの促進 ⑤木材を材料として温かみを感じ

る組み合わせ自在なフレキシビリティの高いデザイン

⑥植物が身近に感じられて五感を刺激 ⑦作業負担

の軽減 ⑧ディティールに拘ったデザイン性の高い

フォルムと仕様 ⑨カフェテーブル（飲食事業での活

用），学習用テーブル（教育事業での活用）などへの

応用 ⑩地元産間伐材の使用によるＥＣＯ（エコ）及

び経済的発展性の重視，以上である。

木製移動対面式花壇の開発を進める上での要件とし

て，高機能で美しさを兼ね備えたデザインの追求，コ

スト削減への努力，GardeNursingプログラムとの関

連性や対象の特性を踏まえた設計・仕様であることの

３点が挙げられる。

Ⅳ．ま と め

本論文では，木製移動対面式花壇の開発過程を詳ら

かにして，GardeNursing創出に至った背景，今後の

開発上の課題と方向性を示した。

木製移動対面式花壇は，平面的な庭空間に立体感を

もたらし，庭を魅力的に演出するアクセントとしての

役割を果たす。また，活動中のクライアントの動きに

バリエーションをもたせて心身の活性化を促す等，庭

を活用して行われるGardeNursingにおいて重要な鍵

となる器材である。木製移動対面式花壇の開発の推進

とその洗練度を上げていくことが高品質なGardeNursing
プログラムの提供に繋がり，クライアントにもたらす

効果の程度に影響を及ぼすため，木製移動対面式花壇

と GardeNursingプログラムの両者の開発は庭の設計・

デザイン，人材育成等とも併せて，トータルパッケー

ジとして開発を進めることが望ましい。

セラピーガーデンには，病院の本来的な役割に副次

的な効用が加えられて種々のメリットを生み出す価値

が存在する。庭を多面的に活かす企業努力としての側

面は，エフェクトマキシマム（効用の最大化）を視野

に入れた環境資源の戦略的活用においても６２），また，

ファシリティマネジメントの視点からみた場合の利点

も多い６３）。加齢に伴う筋力低下から惹起されるサル

コペニアや，脆弱状態を表すフレイルの予防には適度

な運動と日光曝露が重要であるとされている６４）。庭

で過ごす時間を増やして，ビタミンＤ生成や身体活動

量の維持を図ることは，高齢者ケアにおいてのメリッ

トも大きい。

患者が病院に入院した後も，それまでの生活習慣を

変えることなく生活の質（ＱＯＬ）を維持できる環境

を用意することは，患者を全人的に支えるための看護

の重要な視点である。「ＱＯＬとは環境がそこで生を

営む人の人生のチャンスや可能性（選択の幅）をどれ

だけ広げているのかの評価」６５）である。GardeNursing
は植物の生長過程に関わるなかでクライアントの生活

全般を活性化させて楽しみや喜びをもたらし，人生の

振り返りを通じて「統合」へと導く稀有なアクティビ

ティであり，「人間の可能性に働きかける看護治療」６６）

である。そのため， GardeNursingの確立へ向けた

ハードとソフトの両面からの網羅的検討が急がれる。

筆者が園芸療法の研究に着手した１９９８年から数え

て，今年で２３年目を迎える。この間，研究が長期にわ

たって停滞するという不運に見舞われはしたが，本学
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着任の好機を得て，筆者にとっての聖地とも言える旭

川の町で，再びチャンスをいただくこととなった。

旭川市は木工製造業を基幹産業としている日本有数

の家具産地である６６）。GardeNursingの確立には木製

移動対面式花壇の開発が重要な鍵となるため，永年の

卓越した木工技術の集積を今後の GardeNursing発展

の後押しとして，この地において，新たな看護治療の

発信拠点が形成されることを強く願うものである。

＊クライアント：「患者」「対象者」「利用者」等に言い換えられ

る用語。本稿では，健康，不健康を問わず幅広い対象を想定し

ていることから，「クライアント」と表現している。
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４１）安川緑：高齢者ケアにおける園芸療法の有効性に関する

研究―心身機能ならびに社会的機能に及ぼす効果の検証，

九州大学大学院生物資源環境科学府博士論文，１-２０３，２００２．

４２）ガーデニングで若返り 要介護のお年寄りに効果 体動

かし骨密度上昇 思いやり・優しさも旭川医大講師 論文

に評価，朝日新聞，２００３年８月２４日朝刊掲載．

４３）安川緑：園芸療法に参加したボランティア・スタッフの

心理的変化に関する研究，日本看護研究学会雑誌，２８（３），２００５．

４４）地域色生かそう「第１回北のまちづくり賞」旭川の市民

団体知事賞，朝日新聞，２００１年１０月４日朝刊掲載．

４５）前掲４）

４６）Erikson,E.H.・Erikson,J.M.・Kivnick,H.Q.朝長正徳・

朝長梨枝子（訳）：老年期，みすず書房，１９９０．

４７）岩崎寛：医療福祉施設における緑のあり方，農業および

園芸，５６-６１，２０１３．

４８）岩崎寛：病院緑化からみた緑化分野における「健康」に

関する研究の必要性，日緑工誌，３３（３），４４８-４５０，２００８．

４９）広井良典：ケア学－越境するケアへ－，医学書院，２００１．

５０）安川緑：医療・福祉施設における庭の活用と園芸療法－

オーストラリア，アメリカの事例を中心に－，１５５-１７３，「老

人施設の「生活の質」と芸術の役割」，平成１２年度－１４年

度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（２））研究成果報告書，

九州保健福祉大学，２００３．

５１）高岡伸夫：ガーデンセラピー―心身を癒す究極の自然療

法，４８-５４，㈱幻冬舎ＭＣ，２０１６．

５２）移動式の小型花壇 旭川の研究会など開発 車いすでも

楽に作業，北海道新聞，１９９９年７月９日朝刊掲載．

５３）けいざい道北 産業ウォッチ 「家具の街」の底力示す

旭川の国際デザインフェア 園芸療法や健康にも配慮，北

海道新聞，１９９９年７月１４日朝刊掲載．

５４）お年寄り 車いすで花づくり 旭川の老健施設で国内初

移動花壇活用し治療法を実践，北海道新聞，１９９９年３月

２７日朝刊掲載．

５５）安川緑：園芸療法用移動式花壇とコスチュームの展示―

楽しんで，園芸療法。，ＶＢＬ年報２００７年度，３８-３９，金沢

大学ＶＢＬ委員会，２００７．

５６）安川緑・坂本英之・上野雄一：28OLDAGE&MEDICAL
FACILITIES，花と緑の暮らしをデザインする２１世紀型の福

祉家具が誕生，TOYOSETOFFICEFURNITURECATALOG2009，
７４６-７４７，トヨセット株式会社．２００９．

５７）被災地で園芸療法 金大の安川准教授 移動式 花壇と

花苗贈る，北國新聞，２０１１年１０月２１日朝刊掲載．

５８）東日本大震災花壇の手入れで交流を 金沢大・安川准教授

製作の木製移動式花壇 宮城 へ寄贈，毎日新聞，２０１１年

１０月２２日朝刊掲載．

５９）植物の力で癒やしを 被災地に移動式花壇贈る，北陸中

日新聞，２０１１年１０月２２日朝刊掲載．

６０）癒しの花で心のケア 仮設グループホームへ移動式花壇

贈る 金沢大・安川准教授，石巻日日新聞，２０１１年１０月

２５日朝刊掲載．

６１）安川緑：平成１２年度共同研究報告書 園芸療法用木製用

具の開発〔平成１２～１３年度共同研究（一般）〕，試作品の

実証試験，北海道立林産試験，２５-３２，２００１．

６２）加賀田和弘：環境問題―その歴史的展開と経営戦略の観

点から，KGPSReviewNo.８March，７１-８９，２００７．

６３）湯淺かさね・池邊このみ：公共施設の屋外空間における

緑化施策と利用者評価の関係，ランドスケープ研究８０（５），

６７７-６８２，２０１７．

６４）鈴木隆雄・高齢者のフレイル（心身の弱まり）の予防に

ついて，あいち健康ナビビデオ健康塾，２０１４．

（https://www.youtube.com/watch?v,2020/5/20）
６５）清水哲郎：医療現場に臨つ哲学Ⅱ－ことばに与る私た

ち，勁草書房，５５-５８，東京．

６６）川島みどり：生活行動援助技術から看護治療学へ，日本

看護科学会誌１６（１），１-９，１９９６．

６７）旭川市の概要，２０１９．

（https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/701/summary/d05
9882.html#:~:text=,2020/12/21）


